
都農町地域資源マップ
14 班 ( 坂下羽飛 兵頭拓歩 ⻑倉⼤和 河野佑希乃)

実習を終えての感想
☆都農町では田園風景や用水路に流れるきれいな水など自然の魅力を感じることができた。都農の方は
インタビューにも快く答えてくださり、地域について詳しく教えてくださった。いくつかトラブルは
あったけれど無事に実習が終わり、１４班のエリアでたくさんのことを学ぶことができて本当によかっ
た。今回学んだことをＰＢＬや後期の都農実習でも生かしていきたい。都農町は道の駅や都農神社以外
にもたくさんの魅力的なエリアがある。道の駅や都農神社以外のエリアも是非一度訪れて、自然の美し
さを楽しんでほしい。（兵頭拓歩）

☆分子村(一部川南町)のエリアだけで三つの神社があることから、神話になにか関連のある地なのではと
思ったが、水喧嘩による分裂の末三つに分かれたという話を伺った。このことから実習は自分たちで見
たもの、推測したものだけでなく、現地の人の話も聞いて実習地の解像度を高めることが大切だと思っ
た。住⺠の方々は皆人が良く、分子村に流れる空気感もとても朗らかで良いところだった。(坂下羽飛)

☆分子村には、公共交通機関がほとんどないことに驚いた。唯一ある公共交通機関は、都農コミュニ
ティバスであるが、都農コミュニティバス自体も本数がとても少なく、分子村の住⺠の方々のほとんど
は自家用車で生活されていた。私たちがフィールドワークを行っている間すれ違ったのはほとんど高齢
者であったため、公共交通機関が不足しているのは不便ではないかと感じた。このように実際に分子村
に訪れていなければ、知ることができなかった情報も多いため、フィールドワークを通して実際の都農
町の現状を知ることができたのはとても良かった。(河野佑希乃)

☆都農町の住⺠にお話をお伺いする中で、「都農町はぶどうなどの果物や野菜の栽培が盛んなので、若
者にもっと農業に興味を持ってもらい、都農町の農業を盛り上げていってほしい。」というお話を聞く
ことが多かった。都農町は、ぱっとする名産品が浮かびにくいかもしれないが、都農町の方々は都農に
誇りを持ち、住⺠みんなが安全に暮らせることを願っていることがインタビューを通じて感じ取れた。
限られた予算内で住⺠にとって不安・危険な箇所を減らし、都農特有の産業を生かしていけるかが今後
の都農町の発展のカギを握っていると感じた。（⻑倉大和）

☆カツパ塚
〇１２世紀に和尚が住
⺠の安泰を願うために
法華経一千部を読誦し、
いたずら河童の悪を封
じて人畜の災いを除く
ため祈念されたもの。
碑の両隣には２体の河
童の碑があり、花が供
えられ手入れされてい
る。
〇徳泉寺のふもとで、
アクセスはしやすいと
感じた。地元では有名
な観光地である。だが、
地元⺠でも知らない人
もいるなど知名度に差
があると思った。

☆ 徳泉寺 〇曹洞宗のお寺である。
人家と隣接していて、
よく管理されている
（手を洗う水や井⼾の
状態もよい）。実習日
当日は、中で鐘の音が
聞こえため法事などを
行っていたと推測した。
〇少し高いところにあ
るため津波避難所に
なっている。しかし、
上に登るには坂か階段
を使用しなければなら
ず、急がなければなら
ない避難の際は避難に
時間がかかりそうだ。

甘漬神社 三島神社 御年神社

〇１月に元日祭、７月に夏祭り、１２月に冬祭
りを行う。地理的には川南町に位置する。１２
月の冬祭りでは神楽を舞う行事が行われる。
〇たまたま御年神社の神主さんにお話しを
聞くことができた。神主さんのお話による
とこの御年神社は、もともとは①の甘漬神
社であった。しかし、水の奪い合いが起
こってしまい、3つの神社に分裂してし
まった。分裂した1つの神社が御年神社で
ある。綺麗に整備されてあった。

〇歩道は整備し
ている途中であ
り、走行する車
のスピードもか
なり出ていたた
め歩くのは危険
な場所であると
感じた。
〇実際地元の方
も歩道がないと
危ないから危険
という意見を
持っておられた。

〇今日の集まりは体
操のコーチの集まり
だった。高原、北川
などたくさんの地域
から集まっている。
〇公共交通の便はあ
まりないので車でこ
こまで通っている。
そのためもっと交通
の便があったらよい
と思っている。
〇体操活動の趣旨は
平均寿命を延ばすの
でなく、健康寿命を
延ばすということだ。

☆川南東
地区体育館
（川南町）

〇⺠家の駐車場
にあったポスト。
〇この色だから
⻘島にあるもの
と何かの関係が
あるのでないか
と推測した。
〇所有者にはお
話をお伺いでき
なかったので詳
細は不明である。

☆⻩⾊い
ポスト
（川南町）

★歩道工事中
の都南橋

★たばこ吸い殻
（川南町）

〇川南東地区
体育館付近で
発見。
〇雨風にさら
されており⻑
い間放置され
た形跡がある。
〇吸い殻が集
まっているか
ら定期的に誰
かが捨ててい
ると思った。

※ 訪れた場所名の前にある星印は、
☆：ぜひおすすめしたい箇所 ★：フィールドワークで感じたあまりよくない面
と感じたことを記しています。あくまでも班員の主観的な観点から書いています。
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★道路に
垂れ下がる竹

〇伸びきった竹
が道路の方へと
垂れ下がってい
る。
〇積荷を積んだ
大型車両はこの
道は通れなさそ
うだと思った。
〇道路は落ち葉
や枝が散乱して
いたが、比較的
滑らかで綺麗。

★倒壊中の人家
○昨年の台風の際に
この家屋の破片が近
所の住宅に飛んでき
て窓ガラスが割れた。
○倒壊中の家付近に
杉の木がある。その
ためイネが被害に
あっているため管理
してほしい。町も何
かしらの対策をして
ほしいという意見を
お聞きすることがで
きた。

★植物が覆う
ソーラーパネル

○管理が行き届い
ていないのか、
ソーラーパネルが
草に侵されていた。
○パネルの表部分
は草が少なかった
が、裏や側面に多
く見られた。
○草が影を作るこ
とで、発電効率が
悪くなるのではと
考えた。

★都農コミュニ
ティバス

〇平日のみの運行
(祝日を除く)である。
〇利用料金は１回あ
たり200円となって
いる。
〇AM7時台のバス
しかなさそうだった。
そのため移動面に関
しては不便だと思っ
た。
〇公共交通の便が
もっとあればよいと
思う人もおられた。
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〇今回紹介する3つの神社の中で１番規模が大きかった。し
かし、私たちが甘漬神社に訪れたときには、私たち以外に
訪問者がいなかった。ゴミが落ちているままのところや手
水舎の水が流れていなかったことから、人が頻繁に訪れて
いないということが分かった。しかし、神社へと進む橋が
舗装されていたことから地元の神社としてしっかりと機能
しているということが分かった。
〇神武天皇ご東遷の際、暫し甘漬の地で休まれた時、自ら
大神を奉斎し群⾂将兵を共に武運⻑久と国⼟の平定を祈ら
れたのが創祀の始めである。
ここに滞留中、⾂下の高貴な方が亡くなり、その方を埋葬
した古墳が神社境内の中央にある。例祭にはまず最初に古
墳に御幣を奉上し、その後本社の祭典を祭典を執り行う事
を古例として来た。明治四年十一月村社となる。
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〇紹介する神社の中で一番規模が小さかった。人通りがほ
とんどないような場所に位置していた。
〇古老の口碑によると、天文年間（1532〜55）に創祀した
と伝える。また棟札に「慶⻑⼋年癸卯（1603）十二月再
興」とある。明治四年村社となる。
〇『日向地誌』には、「寬永廿年十一月、明暦三年霜月、
文政⼋年十一月九日、文久元年十一月七日等の棟札あり。
明治四十年⼋月九日川南村無格社新田神社（祭神倉稲魂神、
菅原道真）ヲ本社ニ合祀許可、同年九月十九日川南村無格
社新田神社（祭神 倉稲魂神）、無格社貴船神社（祭神
高淤迦美神、闇淤迦美神）ヲ本社ニ合祀許可有リタリ」と
記されている。

☆久兵衛翁碑
○村のために尽力し
た久兵衛という人物
のことを記す。
○水不足で困ってい
たところ、久兵衛が
灌漑工事を行ったこ
とにより解決した。
○村の者は久兵衛に
感謝し、この碑文を
残した。
※上の文章は碑文を読み
解いたもののため、正確
性に欠けることがありま
す。

☆分子村
営農研修館

〇実習日は農協婦人会、
米作り講習会の集まり
をしていたためお話を
伺うことができた。
〇分子村では、１月に
新年会があり７月に神
社でのお祭り、さのぼ
り、９月に敬老会、１
0月に水神様のお祭り、
12月に神社のお祭りが
開催されている。
分子村営農研修館の横
にはバス停があった。

ご神徳 ① ②

〒889-1301
住所 児湯郡川南町大字川南11393番地

〒889-1301
住所 児湯郡川南町大字川南9041番地

御祭神

⼤
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神
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③

最寄り駅からのアクセス JR都農駅より車で約15分
最寄りICからのアクセス 都農ICより車で約15分

最寄り駅からのアクセス 川南駅からタクシーで15分

最寄り駅からのアクセス JR都農駅より車で約15分

〒889-1301
住所 児湯郡川南町大字川南

神
主
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ん
が
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い
！

アピールポイント

インタビューに答えてくださった皆様、本当にありがとうございました。

okami
ハイライト表示


